














































































  新庁舎完成に向けて、私は日出小学校の碑文を書いていました。3 分の 2 程度まで書
いたところで、雑司が谷が未来遺産に決まったと聞き、その続きを次のようにしました。























































































阿部 授業の一環で子どもたちが来るのですか？ それとも子どもたち独自で？ 
小池 両方ですね。以前、高南小学校の 3 年生が学年全体で来たときは、後から感謝のは
がきをまとまった冊子にして送ってくださいました。その後、学校の授業とは別に６人
の児童が来てくれたのですが、その子たちは、はがきとは別に学校新聞にしたものをコ
ピーして持ってきてくれました。一度だけの体験でなく、子どもたちの頭に残って、次
につなげてくれると嬉しいですね。 
阿部 ありがとうございます。中村先生に伺いたいのですが、学習活動を含めて、たとえ
ば、保護者の方の反応はどうでしょうか。 
中村 保護者にもたくさんのご協力をいただいております。やはり子どもたちは、ものす
ごくエネルギーがあって、主体性もある。そしていいものにふれると、それをもとに発
信しようという力は大人に負けないくらいすごいと感じています。ですから、子どもた
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ちに今日のように様々な場や情報を与えていただき、感謝しております。それらを私ど
もは教材化して、子どもたちが発信できるようにしていきたいと思っています。 
  先ほど外国の方との関わりをお話ししましたが、それ以外にも多摩地域の市部から６
年生を招いて、雑司が谷のマップを持って全員が外に出て案内をしました。そういう力
を子どもが持っているので、どうかこれからも、子どもたちの教育にお力を貸していた
だけたらと思います。 
阿部 ありがとうございました。雑司が谷での活動は参加体験型の活動だと思います。大
人と一緒に働いたり、伝統的知恵を継承したりする活動を通して行う学習はアクティブ
ラーニングと呼ばれていますね。今、文部科学省が盛んに「21 世紀を生きる力」を唱え
ています。これまでのような、教科書どおりの教育だけではいけない。新しい事態がど
んどん生じるときに、創造的でないと生きていけない、と。そういった力を育むのがア
クティブラーニングです。それをどんどん進めていこうと文科省が言っていますが、中
村校長がおっしゃったのは、そういったものでしょうか。 
中村 そうですね。アクティブラーニングが言われて、協働性や主体性がこれから重んじ
られるということですが、私が思うに、そのアクティブラーニングという形式が大事な
のではなく、一緒にやりたいとか、自分たちからやりたいとか、そういうモチベーショ
ンが子どもの内から生まれる、その源泉があることが大事だと思います。その点で、雑
司が谷はアクティブラーニングの宝庫だと思っております。 
阿部 わかりました。ありがとうございます。続いて薬袋先生、お願いします。 
薬袋 ESD をキーワードにした地域づくりが本日のテーマですが、学生という視点から考
えたときの持続可能性、とくにまちづくりを考えるときに大事だと思うのは、その場限
りの損得だけではなく、愛着を持って地域に関わり続けること。あるいは見守り続け、
遠くに行ってしまっても気にかけることです。そういった思いの積み重ねが、よいまち
をつくっていくのだと思います。雑司が谷には、きっかけがたくさん転がっているよう
な気がします。ただ、それが目に見えやすい状態になっていない。 
  日本女子大学へ着任する前は福井大学におりまして、田原町のまちづくりをやってお
りました。福井大学には外から来る学生が多いので、二言目には「田原町は私の第二の
ふるさとです」と言いながら、田原町のまちづくり活動に関わった学生が卒業していく
んですね。毎年総会があるときに日程がメーリングリストで流れると、都合のつく学生
が前の晩に集まって飲み会をしていました。そのように言葉を発信できる機会をつくっ
ていくと、仕事等で遠くに行っても、将来結婚して家を買うときに、雑司が谷を思い出
すのかもしれません。 
  そういう愛着は「ありがとう」と感謝されることから生まれるのかもしれません。自
己肯定感という言葉がありますが、やはり人は誰かとつながること、自分が「ここにあ
なたがいてくれてよかった」ということが、実感として伝わったときに「私、ここが好
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き。私のまちだ」と思えるのではないでしょうか。 
  学生からは、すぐ何かが返って来ないかもしれません。ですが、ぜひ何か機会があれ
ば「来てくれてありがとう」とか「やってくれてありがとう」と言っていただけると、
もしかしたら 10 年後、いい住民になって帰ってきてくれるかもしれません。それが、
消滅自治体ではなくすことだと思っていますので、ぜひご協力をお願いします。 
阿部 ありがとうございます。今日のシンポジウムの結論的なことも併せてお話ししてい
ただきました。三田教育長、いかがでしょうか。 
三田 南池袋小学校の例でありましたように、豊島区で生まれ育った子どもたちには、ふ
るさとを学ぶ機会がたくさんあります。豊島区教育委員会では今、「豊島教育ビジョン
2015」の中に「豊島ふるさと学習プログラム」を充実させていくことを考えています。
子どもたちを学年に応じた学習に位置づけて、子どもたちがまちに出かけて、地域の人
に話を聞いたり、観察したり、実際に調べて考えて、また話を聞くことができる教育を
進めております。かつて「ディスカバー・ジャパン」という言葉がありましたが、まさ
に「ディスカバー・トシマシティ」と申しますか、子どもたちがふるさとを見直し、そ
して歴史や文化を身につけながら、将来や世界を見つめていく。そういう子どもに育っ
てほしい。これこそが、地域に学んで地域の人とつながっていくことであり、持続可能
なまちづくりを保証していくステージをつくることでしょう。ですので、私どももこれ
を機会に一層「豊島ふるさと学習プログラム」を充実させていきたいです。 
阿部 「豊島ふるさと学習プログラム」はいいですね。ぜひ推進をお願いいたします。で
は最後に平井さん、お願いします。 
平井 今、いかに雑司が谷が資源的にすぐれているかという話が出ました。豊島区に限ら
ないのですが、こういう地域性のよさをどうやったら他所に広められるかが、これから
の検討課題だと思います。独り占めするだけが能ではないので、どのような形で雑司が
谷の地域性が生まれてきたのか、研究していく必要があるのかもしれません。雑司が谷
の特徴は、古くから住んでいる方が多い、というだけではないということが今日のお話
の中でわかりますので、他のまちにも転用できる部分が多々あると思います。学校だけ
の努力でできるものでもありませんし、行政の力でできるものでもない。いかに地域に
住んでいる方々が、その地域を捉えていくかにかかっていると思います。皆さまの住ん
でいる地域をどう考えれば、雑司が谷モデルのようになるのか。今までの話だと雑司が
谷モデルは良い方向だという結論だと思いますので、どうすればそれを広めていけるの
か。それを考えることが、これまで皆さまが築き上げてきた、すばらしい地域の伝統を
普遍的なものにしていく道の一つなのではないかと思っております。 
阿部 ありがとうございます。雑司が谷の様々な資源を〈見える化〉し、そして〈つなぐ
化〉していく。私は ESD を「つながり学習」と捉えています。地域住民が誇りを持ち、
自己肯定感を高めていける、そして自分自身だけでなく、他者に対する思いやりや未来
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への創造力を育てていけるような活動ができると思います。それはただ単に、雑司が谷
を今のまま保全していく、あるいは今のまま伝えていくことではありません。時代に対
応しながら、いかに持続させていくかが大事です。先ほどヒガンバナのお話がありまし
たが、新たな視点で地域を創造していくことも必要ではないでしょうか。これからは大
人と子どもが協働しながら、地域の人、そして外の人も合わせた取り組みが求められま
す。そして雑司が谷そのもの、あるいは雑司が谷で培った経験を外にも伝えていけるよ
うな地域づくりがなされていくことを期待します。本日はどうもありがとうございまし
た。 
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